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□会計別予算
区分 予算額 構成比 増減率

一般会計 631億800万円 40.1% △ 1.9%
特別会計 305億7,253万円 19.4% △ 3.3%
国民健康保険 154億5,203万円 9.8% △ 6.4%
国民健康保険鹿野診療所 5,922万円 0.0% △ 11.9%
後期高齢者医療 24億2,244万円 1.5% △ 2.3%
介護保険 123億6,933万円 7.9% 0.9%
地方卸売市場事業 1億3,284万円 0.1% △ 20.7%
国民宿舎 8,598万円 0.1% △ 6.6%
駐車場事業 5,070万円 0.0% 41.0%
水道事業会計 58億6,477万円 3.7% △ 0.5%
下水道事業会計 86億4,069万円 5.5% △ 1.9%
病院事業会計 38億784万円 2.4% △ 0.2%
介護老人保健施設事業会計 4億2,757万円 0.3% 1.0%
モーターボート競走事業会計 448億1,762万円 28.5% 3.6%

合　　　計 1,572億3,902万円 100.0% △ 0.6%

※端数処理の関係上、数値の集計が合計欄と合わない場合があります。

特別会計のポイント
●��国民健康保険は、一般被保
険者療養給付費の減により、
6.4％減
●��地方卸売市場事業は、改修
工事の減により、20.7％減
●��駐車場事業は、徳山駅西駐
車場の使用料収入や指定
管理者納付金の増により、
41.0％増
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一般会計・歳入歳出予算　631億800万円

◦��市税は、固定資産税と個人市民税、法人市民税な
どが増になることから、総額で1.8％増

◦��地方交付税は、普通交付税について法人市民税
の増や、歳出の算定経費の減などにより特別交付
税と合わせて13.6％減

◦��寄附金は、平成30年度における、ふるさと周南応
援寄附金の収入状況から、79.1％増

◦��市債は、庁舎建設事業などの大型事業が落ち着
いたことにより18.3％減

◦��総務費は、庁舎建設事業の減などにより、26.8％減

◦��商工費は、プレミアム付商品券事業などの増により、
10％増

◦��土木費は、再開発推進事業や古川跨線橋整備事業な
どの増により、4.7％増

◦��消防費は、防災情報収集伝達システム整備事業の完
了により、10.8％減

◦��教育費は、（仮称）西部地区学校給食センター建設事
業、小学校普通教室空調設備整備事業などの増によ
り、14.4％増

ことばの説明
　歳入

歳出のポイント

歳入のポイント

　歳出
◦��市税…個人市民税、法人
市民税、固定資産税、都市
計画税、軽自動車税など

◦  地方交付税…地方自治体
のサービス水準を一定に
保つため、国税のうち、所

得税、法人税、酒税などの
一定割合が国から交付さ
れるもの

◦  市債…施設の建設や道路
などの整備のために借り
入れる資金（借入金）

◦��総務費…市の全般的な管
理事務や共通的に必要な
経費

◦  民 生 費…子どもや高齢
者、障害者福祉などに必
要な経費

◦  衛生費…ごみ処理や保健
衛生、環境保全などに必
要な経費

◦  公債費…市が借り入れた
市債（借入金）返済のため
の経費

その他
9億5,213万円
（1.5%）

農林水産業費
13億506万円（2.1%）
商工費
26億2,922万円（4.2%）
消防費
28億9,587万円
（4.6%）
土木費
47億611万円
（7.5%）
総務費
68億4,787万円
（10.9%）

教育費
69億
2,859万円
（11.0%）

衛生費
73億
7,403万円
（11.7%）

公債費
84億7,123万円
（13.4%）

民生費
209億
9,789万円
（33.3%）歳出

※（　）内は構成比です。
※端数処理の関係上、構成比の合計が100％にならない場合があります。

その他
15億
3,511万円

（2.4%）

繰越金5億円（0.8%） 

地方譲与税
6億1,000万円（1.0%） 使用料および手数料

12億3,446万円（2.0%）
地方消費税交付金
27億5,000万円（4.4%） 
諸収入
29億4,081万円（4.7%）
繰入金
32億271万円（5.1%）
県支出金
41億7,788万円（6.6%）

地方交付税
59億
6,000万円

（9.4%） 市債
62億
3,130万円

（9.9%）

国庫支出金
80億
228万円

（12.7%）

市税
259億
6,345万円

（41.1%）歳入
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社会で育む少子化対策プロジェクト
子ども家庭総合支援拠点事業

予算額 万円1,914
徳山保健センター内に、こども家庭相
談室を移設し、子育て世代包括支援セン
ターと一体になった「子ども家庭総合支
援拠点」を設置します。（2019年6月）

国や県の負担額� 1,192万円
市の負担額� 722万円

次世代支援課
☎0834-22-8452

●臨床心理士などの専門職による家庭
訪問●家事・育児支援などの養育支援
●児童虐待などの未然防止と早期対応

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

子育て世代包括支援センター事業（母子保健型）

予算額 万円1,058
児童福祉と母子保健のさらなる連携強化
により、妊娠期から１８歳までの子どもと
子育て家庭に対するワンストップ相談と、
継続的・総合的な支援を行います。

●産後ケア事業の実施
●産前・産後サポート事業の実施
●関係機関とのネットワークづくり

国や県の負担額� 618万円
市の負担額� 440万円

健康づくり推進課
☎0834-22-8553

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

不妊治療費等助成事業

予算額 万円567
不妊治療又は不育症治療を受け
ている夫婦に対して、治療費の一
部を助成します。

●不妊治療費助成
●不育症治療費助成

国や県の負担額� 266万円
市の負担額� 301万円

健康づくり推進課
☎0834-22-8553

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

乳幼児・こども医療費助成事業

予算額 万円4億3,183
就学前児童の医療費の無料化に
加え、就学児の医療費を中学校
卒業まで助成します。（中学生は
2019年10月から）

国や県の負担額� 7,573万円
市の負担額� 1億7,624万円
その他� 1億7,986万円

次世代支援課
☎0834-22-8460

●乳幼児医療費助成
●こども医療費助成

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

病児保育事業

予算額 万円6,345
病児保育施設の広域連携開始に合わせ、空き状況
をスマートフォンで確認し、予約もできる「病児保
育のＩＣＴ化に向けた実証実験」を実施します。

●��疾病にかかっている児童などに対し、
病児保育施設で一時的に保育を実施

●病児保育ＩＣＴ化実証施設支援補助金

国や県の負担額� 4,221万円
市の負担額� 1,787万円
その他� 337万円

保育幼稚園課
☎0834-22-8455

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

小中学校改修事業

予算額 万円5億3,990
安心して快適に学べる教育環境確保のため、
大規模改修や必要な施設整備を実施します。

●久米小校舎増築工事●外壁改修●プールろ過
機改修●屋体防水改修●トイレ改修●教室棟防
水改修●屋体照明器具取替●勝間小水道接続

国や県の負担額� 8,182万円
市の負担額� 3億2,408万円
（うち借入金� 3億1,080万円）
その他� 1億3,400万円

教育政策課
☎0834-22-8533

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　
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揺るぎない安心安全プロジェクト
ハザードマップ整備事業

予算額 万円2,371
洪水被害を軽減するため、洪水ハザー
ドマップを作成し、対象河川流域の住
民に配布することで、危険箇所や避
難場所などの周知を図ります。

国や県の負担額� 700万円
市の負担額� 971万円
その他� 700万円

防災危機管理課
☎0834-22-8208

●‌�ハザードマップの作成および配布（島
田川、富田川、島地川、錦川、渋川）

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

防災ラジオ普及事業

予算額 万円721
災害時、コミュニティＦＭ放送に
より緊急情報などを迅速に伝達す
るため、緊急時に自動で電源が入
る防災ラジオの普及を図ります。

市の負担額� 521万円
その他� 200万円

防災危機管理課
☎0834-22-8208

●緊急告知防災ラジオの有償配布�
　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

学校施設等長寿命化計画策定事業

予算額 万円2,582
各学校施設の劣化状況の把握・分
析に基づき、今後の方向性を検討
し、施設整備の優先順位などを勘
案した長寿命化計画を策定します。

●長寿命化計画策定業務

市の負担額� 2,582万円

教育政策課
☎0834-22-8533

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

小学校普通教室空調設備整備事業

予算額 万円4,209
安心・快適に学べる教育環境確保
に向けて、小学校普通教室に空調
設備の早期一括設置をめざし、Ｐ
ＦＩ事業の導入を検討します。

教育政策課
☎0834-22-8533

●PFI事業の導入可能性調査業務
●‌�導入にあたってのアドバイザリー
業務

市の負担額� 4,209万円

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

西消防署整備事業

予算額 万円3億1,535
老朽化した西消防署を建て替え、
効果的かつ機能的な消防体制を
確保します。

●新南陽総合支所解体工事� �
●‌�用地造成工事、西消防署改築
工事

市の負担額� 3億1,535万円
（うち借入金� 3億1,210万円）

消防総務課
☎0834-22-8754

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

古川跨線橋整備事業

予算額 万円1億9,037
架設から50年が経過し、老朽化
が著しい古川跨線橋の架け替えを
行います。

●JR敷地内設計・施工委託
●橋の撤去工事
●渋滞対策工事、安全対策工事

国や県の負担額� 8,800万円
市の負担額� 1億237万円
（うち借入金� 6,480万円）

道路課
☎0834-22-8279

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　



■ 性質別内訳の状況

平成31年度一般会計歳出予算の内訳（性質別）

性質別内訳は、その経
済的性質を基準として分
類したものです。
このうち、人件費、扶助
費、公債費は、その支出が
義務付けられ任意に節減
できない経費で、その割合
が高くなると自由に使える
お金が少なくなります。近
年、少子高齢化などによる
社会保障経費の増大によ
り、扶助費が増加傾向に
ありますが、今後とも、財
政の健全化に取り組んで
いきます。
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その他
23億290万円（3.6%）
繰出金
55億3,334万円
（8.8%）
補助費等
62億6,241万円
（9.9%）

建設事業費
70億5,340万円

（11.2%）

公債費
84億7,123万円

（13.4%）
物件費
96億
6,749万円
（15.3%）

人件費
115億
8,379万円
（18.4%）

扶助費
122億
3,344万円
（19.4%）

歳出
性質別

※合計に合わせて、端数調整を行っている
　ものがあります。
※（　）内は構成比です。

広報しゅうなん別冊
平成31年度予算の概要

自立した地域づくりプロジェクト
市民センター整備事業

予算額 万円1億450
地域づくりなどの拠点である市民セン
ターの、安心安全の確保や利便性の向上
が図れるよう、計画的な整備を行います。

●��長穂支所・市民センター、遠石
市民センターの整備（用地造成
工事、建物建築工事）

市の負担額� 8,450万円
（うち借入金� 6,850万円）
その他� 2,000万円

地域づくり推進課
☎0834-22-8296

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

共創プロジェクト事業

予算額 万円1,733
市民活動団体や企業などの多様な
主体が連携して取り組む地域づく
り活動を支援することにより、「共
創の地域づくり」を推進します。

地域づくり推進課
☎0834-22-8412

●共創プロジェクト事業補助金
　主な内容　

市の負担額� 733万円
その他� 1,000万円

　財源内訳　

　問合せ　

地域づくり支援事業

予算額 万円439
地域の自主的・主体的な地域づくり
活動の持続・発展を図るため、地域
の夢プランの策定やその実現に向
けた取り組みを支援します。

地域づくり推進課
☎0834-22-8412

●��地域の夢プランの策定・実現に
向けた取り組みを支援

●地域づくりを担う人材の育成

市の負担額� 203万円
その他� 236万円

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

老人クラブ助成事業

予算額 万円1,474
老人クラブが保有する知識や経験
を生かした仲間づくりや生きがい
活動、生涯スポーツなどを推進す
るため、老人クラブの活動を支援
します。

国や県の負担額� 162万円
市の負担額� 1,312万円

高齢者支援課
☎0834-22-8461

●老人クラブ活動費補助金
　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

遠石市民センターのイメージ

長徳支所・市民センターのイメージ
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まちじゅう賑わいプロジェクト
徳山駅周辺整備事業

予算額 万円2億7,989
快適で利便性の高い徳山駅周辺
整備を進め、都市の拠点づくりを
行うことで、中心市街地の活性化
を図ります。

国や県の負担額� 1億3,542万円
市の負担額� 1億4,447万円
（うち借入金� 1億2,180万円）

中心市街地整備課
☎0834-22-8438

●北口駅前広場整備工事
●南口駅前広場整備工事

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

再開発推進事業

予算額 万円1億8,530
民間活力による中心市街地の更
新に対する補助を行います。

●‌�徳山駅前地区市街地再開発準
備組合が進める第一種市街地
再開発事業への補助と支援

国や県の負担額� 9,250万円
市の負担額� 9,280万円
（うち借入金� 4,760万円）

再開発推進課
☎0834-22-8861

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

交通結節点環境整備事業

予算額 万円7,781
ＪＲ駅の環境改善により交通結節
機能を強化し、公共交通利用者の
利便性の向上を図ります。

●ＪＲ新南陽駅前整備（トイレ新築、
スロープ設置ほか）
●ＪＲ櫛ケ浜駅トイレ実施設計

市の負担額� 5,381万円
（うち借入金� 5,310万円）
その他� 2,400万円

都市政策課
☎0834-22-8426

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

動物園リニューアル事業

予算額 万円1億7,518
南園のアジアの熱帯雨林ゾーンの
整備を進めます。

●マレーグマ舎など獣舎の建設
工事●アフリカのサバンナゾーン
などの基本設計など

国や県の負担額� 6,312万円
市の負担額� 1億1,206万円
（うち借入金� 5,300万円）

徳山動物園
☎0834-22-8640

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

市街地循環線運行事業

予算額 万円2,812
徳山駅周辺から動物園までの区
間を循環運行し、来訪者の回遊性
向上や市街地パークアンドライド
の取り組みにより、さらなるにぎ
わいの創出を図ります。

都市政策課
☎0834-22-8426

●市街地循環バスの運行
　主な内容　

市の負担額� 2,812万円
　財源内訳　

　問合せ　

観光振興事業

予算額 万円2,639
観光情報発信などを通じて、にぎ
わいを創出するとともに、工場夜景
鑑賞ツアーなど体験・交流型の要
素を取り入れたニューツーリズムを
推進し、本市の魅力を発信します。

観光交流課
☎0834-22-8372

市の負担額� 2,634万円
その他� 5万円

●‌�周南観光コンベンション協会運
営費補助ほか

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　
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広報しゅうなん別冊
平成31年度予算の概要

産業活力・富の創造プロジェクト
緑山バイオマス材生産モデル事業

予算額 万円2,500
市有林を活用し、早生樹種による
木質バイオマス材生産体制のモデ
ル事業を実施します。

国や県の負担額� 2,500万円

農林課
☎0834-22-8356

●木材搬出用専用道の整備
　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

港湾整備県事業負担金（現年分）

予算額 万円1億2,296
周南コンビナートの国際競争力の強
化と、海上輸送の安全性・効率性の向
上のため、県が行う徳山下松港の港
湾建設事業費の一部を負担します。

市の負担額� 1億163万円
（うち借入金� 8,650万円）
その他� 2,133万円

河川港湾課
☎0834-22-8561

●��港湾県事業負担金（港湾施設改良、
フェリーターミナル再編整備など）

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

企業立地促進事業

予算額 万円8,436
事業所等の新設・増設などを行っ
た事業者を支援し、新たな雇用の
創出と、税収の増を図ります。

商工振興課
☎0834-22-8223

●事業所等設置奨励補助金
●本社機能移転等促進補助金

　主な内容　

市の負担額� 8,435万円
その他� 1万円

　財源内訳　

　問合せ　

女性雇用マッチング事業

予算額 万円400
地域で女性の雇用を支える仕組み
を構築し、未就職女性の就職への
意識付けから企業とのマッチング
まで一貫して取り組みます。

商工振興課
☎0834-22-8373

●女性雇用促進のためのＷＥＢサイトの管
理運営●女性と企業を対象とした意識啓
発●女性の就業支援イベントなどの開催

　主な内容　

国や県の負担額� 200万円
市の負担額� 200万円

　財源内訳　

　問合せ　

水素イノベーション創出事業

予算額 万円173
中小企業を対象に、水素関連技術
に関する知識習得と企業間交流、
研究開発などを支援し、水素関連
産業の創出を図ります。

商工振興課
☎0834-22-8223

●水素関連産業創出勉強会
●��水素関連製品等研究開発事業
補助金

市の負担額� 173万円

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

地産地消促進事業

予算額 万円300
地産地消推進店やしゅうなんブラ
ンドの認定、市内外への情報発信
により、地元農産物などの供給を
支援し、地産地消を促進します。

農林課
☎0834-22-8369

●��地産地消推進店、しゅうなんブラ
ンドの認定
●６次産業化・地産地消推進交付金

市の負担額� 300万円

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　
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中山間地域振興プロジェクト
ＵＪＩターン促進事業

予算額 万円572
県外の移住フェアでの情報発信、中山間
地域での空き家活用による移住者用住
宅の整備、地域と連携した相談対応など
を通じて、本市への移住を促進します。

地域づくり推進課
☎0834-22-8290

●移住フェアなどでの情報発信� �
●‌�空き家活用による移住者用住宅
の整備

市の負担額� 527万円
その他� 45万円

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

中山間地域戦略プロジェクト事業

予算額 万円727
鹿野地区では夢プランづくりやそ
の実現に向けた取り組みを、また須
金地区では生活支援システムを構
築する取り組みなどを推進します。

地域づくり推進課
☎0834-22-8336

●過疎地域活性化交付金（鹿野
地区）●地域おこし協力隊の配置
（須金地区）

市の負担額� 327万円
その他� 400万円

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

生活交通活性化事業

予算額 万円3,649
中山間地域などにおける移動手
段を確保するとともに、公共交通
機関の利用促進に取り組みます。

●‌�中山間地域におけるコミュニ
ティ交通の運行（鹿野、大津
島、大道理、八代、須金）�

国や県の負担額� 501万円
市の負担額� 2,041万円
その他� 1,107万円

都市政策課
☎0834-22-8426

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

離島航路対策事業

予算額 万円1億2,343
離島航路の安定維持を図るため、
大津島巡航株式会社の運営費を
補助します。

国や県の負担額� 8,346万円
市の負担額� 3,997万円

都市政策課
☎0834-22-8426

●‌�大津島巡航株式会社の運航に
よって生じる欠損額を補助

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

新規就農者パッケージ支援事業

予算額 万円3,627
本気で農業を始めたい若者へ技術研
修、農地・住居の確保、機械・施設整備
をパッケージで支援し、農業を主体と
した移住・定住対策を推進します。

国や県の負担額� 1,111万円
市の負担額� 866万円
その他� 1,650万円

農林課
☎0834-22-8356

●‌�新規就農者への機械・施設整備
などの支援

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

わさび産地化推進事業

予算額 万円689
わさび超促成栽培の実証実験を引
き継ぎ、「あぐりハウス」の生産能力
を強化し、新規就農者などによる
周南市産わさびの地域ブランドの
確立を進めます。

農林課
☎0834-22-8356

市の負担額� 371万円
その他� 318万円

●わさびバイオ苗の生産●わさび
超促成栽培の普及による生産拡大

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　



■ 基金（貯金）の推移

市の基金のうち、自由に取崩
しができる基金は、財政調整基
金と減債基金です。
近年、市税や地方交付税など

の大幅な増が見込めない中、公
債費や高齢化による社会保障
費、公共施設などの老朽化対策
に要する経費などの増大により、
大幅な財源不足が生じていま
す。この財源調整のために財政
調整基金を取り崩しており、基金
残高は大きく減少してきている
状況です。
財源不足の解消に向け「緊急
財政対策」の取り組みを進め、財
政調整基金に頼らない持続可能
な財政運営に努めます。
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将来に向けた行財政経営プロジェクト
職員研修事業

予算額 万円1,195
職員の資質向上と組織の活性化を
図るため、計画的・体系的な研修を
実施します。

●人材育成に向けた研修の実施�
●専門研修機関などへの派遣�
�

市の負担額� 1,046万円
その他� 149万円

人事課
☎0834-22-8253

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

（仮称）西部地区学校給食センター建設事業

予算額 万円14億4,889
老朽化した徳山西および新南陽学校給食
センターを統合し、2020年4月の供用開始
をめざしてPFI事業により整備を進めます。

●PFIモニタリング業務委託
●��学校給食センター建設工事の
完了・開業準備

国や県の負担額� 1億7,143万円
市の負担額� 12億7,746万円
（うち借入金� 12億7,220万円）

学校給食課
☎0834-22-8418

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

一部事務組合負担金（ごみ処理施設分）

予算額 万円7億1,989
燃やせるごみについて、市内全域
分を平成３１年度から恋路クリー
ンセンターに一元化し、処理の効
率化を進めるとともに、経費の削
減を図ります。

リサイクル推進課
☎0834-22-8303

●周南地区衛生施設組合へのご
み処理施設負担金

市の負担額� 7億1,989万円

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　
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その他重点事業
英語教育推進事業

予算額 万円4,815
ネーティブとの会話やコミュニ
ケーションを通じて、グローバルな
視点を育てるため、小・中学校に
外国語指導助手を配置します。

学校教育課
☎0834-22-8543

市の負担額� 3,115万円
その他� 1,700万円

●外国語指導助手の配置
　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

回天記念館管理運営事業

予算額 万円1,962
回天に関する貴重な資料を次世代
に引き継ぎ、平和学習施設として
の機能を強化するため、収蔵品の
データベース化を進めます。

文化スポーツ課
☎0834-22-8622

●回天記念館の管理運営
●‌�収蔵品のデジタルミュージアム
システムの導入

市の負担額� 515万円
その他� 1,447万円

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

体育施設整備事業

予算額 万円2,798
安全で快適な利用と、施設の維持・向上
を図るため、設備などの改修を行います。

文化スポーツ課
☎0834-22-8624

●‌�総合スポーツセンターカルチャ�
ールーム空調設備改修
●周南市庭球場コート張替

国や県の負担額� 632万円
市の負担額� 1,166万円
（うち借入金� 250万円）
その他� 1,000万円

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

人権啓発事業

予算額 万円216
市民一人ひとりの人権意識を高めるた
め、学校や市民センターなど身近なとこ
ろで講演会やイベントを開催します。

●人権講演会・イベントの開催� �
●広報紙、ホームページなどによ
る啓発活動●人権擁護委員などと
連携し啓発活動を推進

人権推進課
☎0834-22-8456

　主な内容　

国や県の負担額� 7万円
市の負担額� 209万円

　財源内訳　

　問合せ　

予防接種事業

予算額 万円4億3,640
伝染のおそれがある疾病の発生や
まん延を予防するために、定期予
防接種を実施します。また、妊娠を
希望する女性などの風しん等予防
接種費用の一部を助成します。

健康づくり推進課
☎0834-22-8553

国や県の負担額� 205万円
市の負担額� 4億3,435万円

●予防接種委託
●風しん等予防接種費助成

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

生活習慣病健康診査事業

予算額 万円229
生活習慣病の予備群を早期発見し、
生活指導や適切な医療につなぐた
め、健康診査を実施します。また、歯
と口腔の健康づくりを進めるため、節
目年齢の市民を対象とした歯周疾患
検診の自己負担額を無料とします。

健康づくり推進課
☎0834-22-8553

国や県の負担額� 167万円
市の負担額� 62万円

●健康診断などの委託
　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　



■ 借入金（市債）の状況

平成31年度末借入金残高見込み（全会計）
1,302億8,702万円
自治体では、その年に使うお金は、同じ

年度で得る収入（市税や地方交付税など）で
賄わなければならないため、多額の費用を
必要とする公共事業は、その年の収入だけ
では実施することが困難です。
また、公共事業の効果は長期間におよぶ

ことから、世代間の負担を均等にすることを
目的に、借り入れをすることが認められてい
ます。
市では、借り入れに際し、返済に当たって国

からの財政支援のある有利な借入金（緊急防
災・減災事業債など）の選択に努めています。
起債額の抑制に努めた結果、借り入れ残

高は、昨年と比べ、約32億3,500万円の減
となっています。
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※端数処理の関係上、数値の集計が合計欄
　と合わない場合があります。

モーターボート
競走事業
21億9,928万円

介護老人
保健施設事業
7億9,107万円

病院事業
30億

5,925万円

下水道事業
205億
397万円

水道事業
143億
2,852万円

特別会計
1億8,653万円 

一般会計
892億
1,839万円

広報しゅうなん別冊
平成31年度予算の概要

消費生活事業

予算額 万円629
複雑・高度化する消費生活相談に
対応するとともに、消費者教育や
啓発活動を推進し、消費者トラブ
ルの防止に努めます。

国や県の負担額� 3万円
市の負担額� 626万円

生活安全課
☎0834-22-8321

●消費生活相談
●消費生活セミナーなどの開催

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

休日夜間急病診療所整備事業

予算額 万円3,256
老朽化の著しい休日夜間急病診
療所について、市民が利用しやす
く、二次救急との連携がとりやす
い場所に移設建替えを進めます。

市の負担額� 2,756万円
（うち借入金� 2,430万円）
その他� 500万円

地域医療課
☎0834-22-8377

●敷地造成工事
●基本設計および実施設計

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

処理困難物選別施設管理事業

予算額 万円7,040
平成26年度で受入れを停止した
ごみ燃料化施設フェニックスの改
修が完了し、処理困難物選別施設
として運用を開始します。

市の負担額� 6,956万円
その他� 84万円

リサイクル推進課
☎0834-61-0335

●��徳山・新南陽・熊毛地域の処理困
難物選別業務を集約して実施

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

水産物供給基盤機能保全事業

予算額 万円1億5,387
漁港施設の現状を診断し、長寿命化計
画に基づいた保全工事を実施すること
により、維持改修費の軽減を図ります。

●大津島（馬島）漁港防波堤機能
保全工事●大津島（刈尾・馬島）
漁港浮桟橋機能保全設計業務

国や県の負担額� 1億1,890万円
市の負担額� 3,497万円
（うち借入金� 2,970万円）

水産課
☎0834-22-8219

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　



■ 人口１人当たりの市税収入（平成29年度決算）

市税は市民税や固定資産税、軽自動車税
などで、歳入の根幹をなすものです。総人口
で割った市民１人当たりの市税収入は18万
698円で、県内の13市のなかで第1位です。
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橋りょう長寿命化対策事業

予算額 万円2億3,600
橋の長寿命化を図るため、「橋梁
長寿命化修繕計画」に基づき、橋
の点検や修繕などを行います。

国や県の負担額� 1億2,925万円
市の負担額� 1億675万円
（うち借入金� 7,890万円）

道路課
☎0834-22-8279

●橋の点検
●橋の補修設計・工事

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

勝間原団地第１幹線整備事業

予算額 万円4,500
歩行者が安全に通行できるよう、
道路改良工事を実施します。

●道路整備工事

国や県の負担額� 2,420万円
市の負担額� 2,080万円
（うち借入金� 1,780万円）

道路課
☎0834-22-8276

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　

シティプロモーション事業

予算額 万円1,691
市民力を生かした取り組みの実施や、
各種メディアを活用した戦略的なプロ
モーション活動などを行い、本市の魅
力を広く市内外へ発信します。

広報戦略課
☎0834-22-8238

●市民や民間団体との連携イベント実施や
活動支援●市をPRするコンテンツ（PRグッ
ズ、動画、特設サイトなど）の拡充●SNSな
どの各種メディアを活用した情報発信

　主な内容　

市の負担額� 1,691万円
　財源内訳　

　問合せ　

公園・街路樹維持管理事業

予算額 万円1億2,709
安心安全に利用できるよう公園を
管理するとともに、交通安全に配
慮しながら、まちの緑化推進のた
め、街路樹の管理を行います。

公園花とみどり課
☎0834-22-8402

●都市公園・普通公園管理業務�
●樹木等管理委託
●施設維持補修工事

市の負担額� 1億1,979万円
その他� 730万円

　主な内容　

　財源内訳　

　問合せ　


